
彫刻・絵画の調査

美 術工芸研 究室

仏像納入文書の調査研究 昨年度によって調査作例は100件に述し， ほぼ調査段階を終了

したので， 今年度以降はもっぱら資料の推理f\・解説に当り， その資料集成をWIして編集・ Ill

版準備にかかった。 また， 長谷寺本・均十一而矧f'l （＇象の調托にともない， 同｜地侍像である赤和

宣子. JJ（：陀砲王両像から納入1＼干1をTt'{i：認， これについても訓査し， 資料部切Hを行なった。

商都造像史の研究 昨年度に継続して南部の平安・鎌倉II刊にの作例の調査に当り， 作に興

補守旧西金堂諸仏と， 同寺中金堂所在の薬王・諜上菩臨像， pq天王像等を調査す る と と も

に， 同寺の沿1{i.と諸像の焼失・復興・移動について資料を検討した。 また法隆寺伝法設の平

安訪仏および
‘
同寺の鎌倉彫刻についても調査した。

写真測量による仏像実測調査 平以調査部計訓IJ修店主と協同し， 今年度は正倉院伎楽而に

ついて補足的な突iJI.IJ調査を行ない， 第1次・第2次調査の欠をMll、資料を強制1iした。 また，

従来の仏像写真iJ!IJ五；：成果にもとづき， 薬師寺本時・蔚招提寺本，：9：・平等院l!:l凪堂本時のヲユ！IJ

図について， 各｛象に共通する比例椛術（Canon）を究明し， これを応川してお1JillJ�nn大寺大

仏の比例的復原を試みた（2ページ〕。 なお， J}� 侃マi°'イムliJ[ (l[lllllrJ苛一仏語＇［）宍iJ!IJ悶をもとに，2分

の l 校111! （英国 Fairey Surveys L1cl.） を試作し て， その成果を検討した（第 1 閃〉。

その他の彫刻調査 奈良県吉町JIIJの依頼て＼池！ ”
1・r1:i;m1

『lい同州・ rl •iii ：：の各地1�：と. if�！Y.111 

j也｜実の訊社寺の彫刻lを利子fし， 図柄の大政fill社の男・－！，；.
ー

拘11 （＇象（鎌P,ll!jfに） 3 加を確認した。

商都仏教絵函の研究 昨年度につづいて， ，1-,111：の

仏教絵師とrvmsr:iWtf＇象 を，
－
1
－
，心に訊i脊研究をおこなっ

た。 主な訴m月i°'e;'t'.は薬師寺， 間以干'f＇， 東大弓，·，， 宝111

寺， 回大寺， iVJ酬ヲ'F. 1]'.茶;\i(llぞi°＇なとである。 なお本

年は， 京大弓iーについ て，『京大寺絵画訓流11jむを

('F製した。

このほか， 木テ ー マに｜到して，｜明「｜市iliおよび古

好Ill］
＂
の絵画調査を，依頼によって行なった（6ベージ）。

美術品複製のための試験的研究 絵岡. , 1 ：跡の資

料保仔と悲礎研究とのために，1!tr，似たJ京寸·JMJJiのブj

w.の 1m:raを試みた。 メ ー カ ー の協力をえて， 同大手i'

仁王会木時｛象とz；〔北}JE IFI図のご点について， それぞ

れ原寸と縮尺の背任収，Ye:写立をJM影し， 1Jii者の介 ｝J.えに

よりj京阿の彼製を「，，った。 この，武（＇Fは， i j'i.色写真に

おいては相当の）1民民をえたが， 多色
＇
'f }

°
£{ :tなお改刊：

の余地が多L、。
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建造物研究室では，ll[l和43年度から奈良県担原市今井町の民家調査を実施している。 これ

までにIIIJ全休のほぼ8割にあたる地域で調査を終え， 残るのは束辺の一部となった。 この民

家調査は， 民家を個々にとりあげるのみでなく， 今井lllj
・

という｝fil史的都市のなかでの住空川

をも問）出としているのであって， 将来の都市研究あるいは照史的都市保存再開発構想に対し

て基礎資料を提供するものと考える。 なお木i
T

3-は美術工芸・庇史両研究室の参加をえた。

I i'J,';J1"f.および資料

調査項目 今井IIIJでこれまで行なった調査項目をあげよう。

1. 民家調査 悉皆調査を目際とし， 各戸の現状平而図の作成・復原の見通し・建築年代

rn：定・保存状況なと
．

の評似Ii・住み方の調1"f.・庭闘の調査を行う。主要民家についてはさらに

佐原調査など精査する。

：2. IIIT 訓査 IIIJ並にそつた各家の正立而の写其』1� ！限（ニツコ 一 ノレUD20mm（克}TI）。 航笠写

;u.現状調主tなどカ、らIIIJ並の立而図 （
＇pl氏。屋根伏図作成。

3. 苛－社調査 建築・石造物・古文｛！？・絵画など文化財の；V.';J:fi:o

4. 文献調査 部市・建築関係資料の収集。

5. 部·m·i,,trf. 111s叩・道路交通・上下水・防災・施設・土地家屋の所有l.l!J係・利用状況な

と
。

の調査。

6. 立論J),';j:jlf. (:t民のIIIJ・住宅の保存などに｜対するな識調子f。l除去；・家紋桃成などに｜刻す

るアンケ ー 卜調査（奈良女子大学担当〉。

7. その他 住民の交際・訓ーその他社会学的調査なと
’

。

上記の各項目のうち， これまでは民家訓査を主il\hとしてすすめており， この部分はかなり
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今 井n1r の�JI,! �tf. (3) 

ゐ1H同 今:JI: 111r 1λ f(ij fi>:I uaim

進展した。 ーブj， 都市調子tは紡についたばかりであるが， 今後の主要なテ ー マとなろう。

郁子，，調査の内特(;t， 計画技術的なものから社会・経済的なものまで‘ 多方向にわたる。 爪史

的問ITli訓行の場合， その項1-1は他の1場合とはおのずから；Nなろう O I::記の調布項目はわれわ

れがこれまでの訓抗の経!'6H二よって1\Jたものであり， JJ,';Jff.のjιIJl；にしたがって当然， 修11うさ

れ， 整理されるべき性質のものである。

作成図面 調査はまず現状を担保し， 絞)jj｛的考察や限！と(Iり；il,';Jjlf.を加えながら， 今�1·-111rの

民家やffll市の性栴を究明していく。 ところで， これまでの調究の結果として， 作成される凶

而や今後， 調査をm:ねながら作成されるはずの｜刈而は千十種多悌であるが， 主要な図而とし

て， まず最初に次のものを考えている。

1. 今井Illf :i[i－而閃（現状·1り.j() 各戸の11\JJl!zりをで日
－
G人するもので， もっとも正木的な資

料となる。

2. 今井JllflllJj立図（現状. 1反応） 主要なJIIJj立の立而l閃の「1・ 成。

3. 今井IIIJ訟原図・変造図 Jili:::i'J:lllj：・江戸II＼代・lljj治ll'dl::・J,',1 ;L/の郁ili化がすすむ以前か

ら現在におよぶ。

以上の訓査研究， 図而の作成を通じて， われわればなにを考えるか。 今井IIIJのit.mを究明

するとともに， JI汀全イ本として古い去をよく践すこのIIIJを， H：みよし、 m.：＇.と的郎市として， いか

に保 :rninm発するかというr:nJ起が， つ ねに立設のうちにある。都市は人々が生市し， つねに
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奈良国立文化財研究所年報

新陳代謝しており， 強く生きていくことに意味があるのだから， T甘い姿 を践す（江戸H年代を

目.e','lとする）ためといって， 人々が住めないようなゴーストタウンとなる凍結保存の方法はこ

のましくなし、。

われわれはひとつの大きな目傑として， 『今井IIIJ保存再開発構想計画』をかかげ， 今後の

湖究研究をすすめたいと考えている。これには各戸の復原強制I・改造計回から， 1fil市レベル

の計画一一道路交通・公国緑地・施設 ・ 設(1//i環境 ・ 防災 ・ 産業計画一ーがもりこまれる。当

然この椛惣計画は， 今井IIIJの範聞にとどまらず， tm原市・奈良ftJ也の計四， 大阪 ・ 京都など

との関係， さらには近畿聞においてしめる位置を考慮して行なわれるべきものである。

H都市としての今井町

今井111n土奈良銑地の南端に近いところに位置し， 東を飛 ，山川で限られるほかは， J:!ij聞を水

田でかこまれる。周辺の水聞は条旦制の痕跡をよく践している。航空写真・千分のーの地図

でみると， 今井IIIJiT図にみる今井領は大和国京市間四条旦の25条と26条のUll· 2W.の一部

をしめており， 主要rmの広さは東西7 IJJJ.南北4 IIIJである。

今井IIIJはもと東西南北の4カIIIJとこの束fl[IJに続くがrJIIJ・今IIIJとあわせて6カIIIJからなって

いた。新lllf ・ 今lllfはのちの拡張とするのが通説であるので， 当初の今井IIIJとして成立したと

みられる東西南北の4カIIIJの部分に注目してみよう。これはさきにのベた今井領のち工うど

中央部にあって， 東西3 IIIT， 南北 2 lllJ (25条7・18・19坪， 26糸12・13 24）刊をしめ， この外

側に土居（脚也）をつくり，さらに外側を濠がめぐっていた姿が想定されるのである。新IIIJ・

今JIIJはこの東側， 飛鳥川までのli\lにつくられ， また北IIIJは北部を！Jt張し， 古図にみられるよ

うな今井IIIJが成立したのであろう。古文fl（：や古図はすべて払張所lをふくんでいるから， この

鋭、張の1Hmlはかなり早かったと考えられる。

町割 IIIJ訓はほぼ駒子状に行なわれている0 �ブロ ックの大きさは－t）：でなL、。大きな

ブロ ックは90mx60m， 小さなブロ ックは40m×35mほどである。 当初jのIIIJと拡張f{j＼とでHり
・

：引が兵ーなる。前者では各プロ ックは東西が長く， 後者は南北が：l乏し、。家並もまた異なってい

る。すなわち前者ーでは東西方向の道路が主要なのもので， 各家はこの道路に而して正而をつ

くり， 南北力向の道路には側而をみせる。これに刻し後者は東西方向ばかりでなく， 南北方

向の道路に而しでも正而をつくっているので， IIIJ の景観が異なる。

IIIJ"',lfljは裕子状といっても機械的にわるのではなく， 三叉路やわずかにl船主うー ｜ －字路をつく

り， また前線の道路にもゆがみをもたせ， 変化をつけている。道路からIIITの外部を前接見通

せるところはほとんどなく， 建物が視線をうけとめ独特なビスタを作る。

lllf干ilJと条H!JJIJとの関係については，IIIJ 自体が条11!.にのっていることのほか， IIIJの中央を京

間に通る道路が条.m.の!:i'1界線とほぼみあう位置にある。ただ， このi直路も今井IIIJと他lこ車内ぶ

幹線道路でなく， 古図によると， ここから4 Jiff北を東西に走る大波伊勢i立があり， これがl；作

線道路とみられ， 今井lllfの各道路は通j品交通とはならなかったらしし、。他のJU附にも条.mと
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今 井 町 の 調子F. (:!) 

直接関係すると断定できるものはなく， むしろIIIJ内部では独自のIIIJ�fllが行なわれ， 外部との

とりっき口で・条旦にあわせて連絡したとみるのが妥当であろう。

建築 今井IIIJの民家は瓦茸で切妻造平入のものが多く， 道路に而して， 述統した王子の屋

根而をみせている。 交叉点などプfJj也にたつ家は入母屋造として変化をつけるが， 家司t全体の

JJ:匠はおとなしし、。

｜町内には寺院4， 神社2がある。 このlllfでは城下lllfで行なわれていた武家j也 ・ lllf人地・寺

社地といったゾーニングはみられなし、。 またIIITF''l （環濠113）には寺社以外の公共建築や都市

施設はほとんどなく， これらが新しくつくられるII＼・はI荒涼外になる。

商工業 現在の今井lllfは， 胤Hキとくらべれば商工業を＇ilf;・むものは少く， 耐工業の IIIJとは

L、L、がたし、。交通の使がよいこともあって， 大阪方面への通勤者が多く， ベ ッドタウンとし

ての性絡をもっ。ii'fi店などはj也元住民を対象とした小焼J見なものが大部分をしめている。食

料，W， ・ 青果物 ・ 酒・調味料 ・ 某子 ・ 燃料 ・ 衣料品・化刺品 ・ クリ ーニング・理髪・美容 ・ 文

房具店など， 日－.：11·生前に必要なB'fi店は各々5 !Iii日i後ある。産業として，iヒ目すべきものは1/i"j

生材料（主tl11l':l；・オシメカバー等）の加工で， 年川の売上げは20（む門ほどで， 全同シェアの60

%をこえるという。 このほか印刷屋 ・ 来5'cなどが比較的多L、。

むすび 今井lllfの；U.',J流を通じて， '/111市とはなにか， 都市計画とはなにか， 都市はどのよ

うに生きているかといった大きな問題があることを痛感する。都市史の将来は無限にJ広がっ

ている。 それにしても， 今引IIIJは古い民家とIIIJ並・IIIJi!iiJをよくを�す点， 全国的にみても有数

の歴史的郁子11であり， 都市研究のうえで重要な位置をしめるであろう。

（宮沢主l':l二）

m21x1 ／汁l,1110也同 数字：糸Ifl.,l:f ）｝約：条!l!fド別（ I fllf=IOSmとした〉
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